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９月定例会

平成25年11月　高野町議会だより

議案審議とその結果

平成25年9月定例会の概要

議　　　題　　　名 付託委員会 審議結果

専決処分の承認を求めることについて
（和歌山県市町村総合事務組合規約の変更について）

承 　 認

平成24年度高野町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 原 案 可 決

平成24年度高野町水道事業会計決算認定について 決算審査特別委員会 認 　 定

平成24年度高野町一般会計歳入歳出決算認定について 決算審査特別委員会 認 　 定

平成24年度高野町特別会計歳入歳出決算認定について（全10会計） 決算審査特別委員会 認 　 定

高野町税条例の一部を改正する条例について 原 案 可 決

高野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原 案 可 決

高野町火災予防条例の全部を改正する条例について 原 案 可 決

高野町消防本部手数料条例の一部を改正する条例について 原 案 可 決

業務委託協定の締結について（消防救急デジタル無線整備） 原 案 可 決

平成25年度高野町一般会計補正予算（第2号） 原 案 可 決

平成25年度高野町国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 原 案 可 決

平成25年度高野町下水道特別会計補正予算（第1号） 原 案 可 決

平成25年度高野町立高野山総合診療所特別会計補正予算（第1号） 原 案 可 決

平成25年度高野町介護保険特別会計補正予算（第1号） 原 案 可 決

平成25年度高野町水道事業会計補正予算（第2号） 原 案 可 決

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適 　 任

伊都郡町村及び橋本市児童福祉施設事務組合議会議員の選挙について 指 名 推 薦

平成25年度高野町一般会計補正予算（第3号）について 原 案 可 決

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保」のため
の意見書（案）について

厚生建設常任委員会 原 案 可 決

道州制導入に断固反対する意見書（案）について 総務文教常任委員会 原 案 可 決

平成 25 年第 3回定例会は 9月 10 日に開会しました。
この定例会では、条例の改正 2件、予算 1件、平成 24 年度決算の認定 12 件、補正予算 7件、
専決処分の承認 1件、業務委託の契約 1件、諮問 1件、選挙 1件、全 26 議案が提案され審議、
9月 19 日に閉会しました。
一般質問については、2名の議員が後述の内容で一般質問を行いました。



地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
公
的
年
金
等
の
所

得
に
係
る
、
町
民
税
の
特
別
徴
収
納
税
義
務
者

が
、
町
外
に
転
出
し
た
場
合
も
徴
収
を
継
続
す

る
こ
と
と
し
、
仮
特
別
徴
収
税
額
の
算
定
方
法

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
株
式
等
に
係
る

分
離
課
税
に
つ
い
て
規
定
等
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
山
林
所
得
、
株
式

等
に
係
る
取
扱
い
に
つ
い
て
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

消
防
関
連
法
令
の
改
正
に
伴
い
、
一
部
改
正
で

は
、
整
合
性
を
図
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
、
近

隣
市
町
村
と
の
連
携
に
お
け
る
運
用
面
で
不
都

合
が
生
じ
て
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
国
の
示
す

例
に
準
じ
て
全
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

高
野
町
火
災
予
防
条
例
の
全
部
改
正
に
伴
う
、

条
ず
れ
な
ど
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
道
舗
装
工
事
、
五
大
連
絡
線
の
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
が
、
舗
装
内
容
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

金
剛
峯
寺
と
南
都
銀
行
の
間
に
あ
る
町
道
で
、

一
部
Ｌ
型
側
溝
で
道
が
盛
り
上
げ
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
、
歩
行
の
際
大
変
不
便
な
道
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
改
修
に
あ
た
り
ま
し
て
車
道
幅
を
3
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
に
ま
で
抑
え
ペ
イ
ン
ト
に
よ
る
歩
道
区

分
を
設
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
舗
道
部

の
色
等
に
つ
い
て
は
、
景
観
に
配
慮
し
て
違
和
感
の

な
い
よ
う
な
歩
道
と

し
、
い
ろ
い
ろ
試
し

て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

住
環
境
整
備
補
助
金
が
当
初
予
算
と
同
じ
額
で

900
万
円
補
正
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
民
の
受
け
も
よ
く

好
評
を
得
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
内
容
を
説
明

願
い
ま
す
。

8
月
ま
で
の
実
績
で
48
件
の
申
請
が
あ
り
、
5

か
月
で
830
万
の
補
助
が
出
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も

ま
だ
残
り
半
年
以
上
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
予
算
と

同
じ
額
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

補
助
金
の
う
ち
高
野
町
の
商
品
券
で
支
給
す
る

分
の
割
合
を
少
し
上
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
の
で
お
聞
き
し
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
は

考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

4
月
か
ら
始
ま
っ
た
制
度
な
の
で
、
現
時
点
で

の
変
更
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
も
う
少
し
様
子
を
見

た
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

庁
舎
ト
イ
レ
改
修
工
事
費
13
ヶ
所
分
に
つ
い
て

内
容
の
説
明
を
願
い
ま
す
。

現
在
、
役
場
関
係
の
庁
舎
に
は
洋
式
ト
イ
レ
が

本
庁
の
身
障
者
用
ト
イ
レ
1
ヶ
所
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
外
部
の
方
が
各
庁
舎
に
来
ら
れ
た
時
、
洋
式
ト

イ
レ
も
必
要
と
思
い
ま
す
の
で
、公
民
館
、富
貴
支
所

な
ど
の
別
庁
舎
も
含
め
全
13
ヶ
所
の
ト
イ
レ
を
洋
式

の
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
式
に

変
更
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

問
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平
成
25
年
９
月
定
例
会
議
案
審
議

内容

内容問

問問

答

答答答

内容内容
高
野
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

高
野
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

高
野
町
火
災
予
防
条
例
の

全
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

高
野
町
消
防
本
部
手
数
料
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

条
例
制
定
・
改
正

補
正
予
算



消
防
費
の
デ
ジ
タ
ル
無
線
共
同
整
備
事
業
委
託

料
は
、
高
野
町
だ
け
で
な
く
近
隣
の
市
町
村
を
含
め

共
同
整
備
を
行
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
将
来
的

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
の
か

説
明
願
い
ま
す
。

こ
れ
は
和
歌
山
県
全
体
の
事
業
と
し
て
3
か
年

の
計
画
で
進
め
て
い
ま
す
。
内
容
と
し
て
は
、
現
在

弁
天
嶽
に
あ
る
ア
ナ
ロ
グ
無
線
の
中
継
塔
を
撤
去

し
、
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
中
継
塔
を
新
た
に
建
築
し
、

圏
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
く
予
定
で
す
。

住
宅
管
理
費
の
凌
雲
団
地
倉
庫
改
修
工
事

千
二
百
八
十
五
万
円
は
ど
の
よ
う
な
工
事
に
な
っ
て

い
ま
す
か
。

2
号
棟
・
3
号
棟
の
倉
庫
に
つ
き
ま
し
て
は
24

戸
分
が
1
連
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
ま
た
、
基
礎
部

分
も
相
当
傷
ん
で
波
打
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
こ
の

た
め
扉
が
開
か
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
町
内
会
長

か
ら
の
要
望
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
礎
部
分
か
ら
の

改
修
を
行
う
た
め
の
費
用
で
す
。

鳥
獣
被
害
対
策
費
37
万
8
千
円
に
つ
い
て
説
明

願
い
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
講
習
会
を
町
で
開
催
し
た

こ
と
に
よ
り
捕
獲
許
可
の
方
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
単
位
で
の
防
除
も
考
え
て
い
る
中
で
、

一
部
地
区
の
方
か
ら
地
域
を
守
っ
て
い
く
仕
組
み
を

モ
デ
ル
的
に
作
っ
て
い
き
た
い
と
申
し
出
が
あ
り
、

町
内
会
長
と
調
整
中
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地

区
が
増
え
て
き
た
場
合
、
地
区
の
方
へ
貸
し
出
し
て

い
く
仕
組
み
つ
く
り
の
た
め
新
た
に
10
基
増
や
す
予

定
で
お
り
ま
す
。

委
員
長

　
　

﨑
山　

文
雄

副
委
員
長

　
　

所　
　

順
子

　

　
　

大
谷　

保
幸

　
　

大
西　

正
人

　
　

欠　
　
　

員

総務文教常任委員会

委
員
長

　
　

平
野　

一
夫

副
委
員
長

　
　

掛　
　

正
和

委　

員

　
　

議
員
全
員

環状道路建設とまちづくり
についての調査特別委員会

議
会
議
員

　
　

所　
　

順
子

　
（
指
名
推
薦
）

伊都郡町村及び橋本市児童
福祉施設事務組合議会議員

高野町議会体制に変更がありました。

平成25年度補正予算（9月）が承認されました
会　計　名 補　正　額 補正後の予算額

一般会計（第 2 号・3 号） 7,020 万円 38 億 3,990 万円

特別会計

国民健康保険（第 1 号） 3,639 万 2,000 円 6 億 5,739 万 2,000 円

下水道（第 1 号） 264 万 2,000 円 7,764 万 2,000 円

総合診療所（第 1 号） 2,957 万 3,000 円 3 億 1,457 万 3,000 円

介護保険（第 1 号） 2,402 万 8,000 円 5 億 7,482 万 8,000 円

水道事業会計（第 2 号）
収益的 350 万円 1 億 2,929 万 5,000 円

資本的 17 万 8,000 円 5,870 万 6,000 円

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

問問問 答答答
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平成24年度一般会計・特別会計・水道事業会計決算が
認定されました

９月定例会

清福　第67号5

平成 24 年度高野町一般会計及び特別会計並びに水道事業会計の決算について

は、9月 13 日、19 日の 2日間にわたり決算審査特別委員会において慎重に審議さ

れ、適正に執行されていることを委員一致で認め認定されました。

なお、決算審査特別委員会での指摘事項については、今後の予算編成並びに行

政執行に生かされるよう最大限の努力を期待するとともに、今後とも会計の一層

の健全化をお願いする旨の報告を行いました。

会 　 計 　 名 歳入決算額 歳出決算額 繰越額

一　般　会　計 35億8,166万円 34億6,341万円 1億1,825万円

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 6億6,212万円 5億3,370万円 1億2,842万円

国民健康保険富貴診療所 7,120万円 6,565万円 555万円

簡 易 水 道 2,977万円 2,790万円 187万円

富 貴 財 産 区 525万円 516万円 9万円

下 水 道 2億7,460万円 2億7,224万円 236万円

農 業 集 落 排 水 事 業 1,406万円 863万円 543万円

介 護 保 険 5億4,572万円 5億2,597万円 1,975万円

生 活 排 水 処 理 事 業 2,316万円 2,133万円 183万円

高 野 山 総 合 診 療 所 3億7,836万円 3億4,547万円 3,289万円

後 期 高 齢 者 医 療 1億3,818万円 1億3,441万円 377万円

水    道

事 業 会 計

収 益 的 1億2,886万円 1億2,496万円 390万円

資 本 的 1億6,130万円 2億1,023万円 △4,893万円
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議員県外研修報告

行政視察

行政視察

～森林活用小規模自治体モデルを構築～の町を視察

優秀観光地づくり賞・金賞受賞の町　小樽市

資源の流れ

研修を終え

下川町「一の橋」集落衰退の町（高齢化率52.6％）から
次世代コンパクト集落のモデルへ

（超高齢化対応・エネルギー自給・集落対策の集住化モデルエリア開発）

環境未来都市しもかわ「総合特区」しもかわ
北海道旭川下川町：人口3,607人（平成25年4月末）

小樽観光都市宣言について
北海道小樽市：人口127,793人（平成25年9月末）

平成25年10月8日

平成25年10月9日

　林業・林産業システムの革新により再生可能エネルギーによりエネルギー完全自給を図り、集住化や
高齢者雇用の拡大等により誰もが活躍の場を持ち安心して暮らせる社会を構築するという「森林未来都
市」のモデル作りを国や関係企業を協議しながら現在進めている。

　下川町では植栽をし伐採が永久的に繰り返すことができる循環型森林経営を実施し、さらに環境・経済・
社会に配慮した適切な森林管理の国際的な証である FSC森林認証を取得している。
　今後発電の考えもあるとのこと。

　今回行政視察研修を実施した箇所は、高野町でも現在検討している事業もあり、良い部分は積極的に
取り組んでいけるよう配慮したいと考えています。

　平成25年度にモデル事業として、木質バイオマスボ
イラーによる燃焼エネルギーを温水に転換して供給す
る、22戸の町営住宅が完成。屋根に設置している太陽
光パネルから生まれる電力は各住戸への電力供給と EV
車充電スタンドへの電力供給へと接続している。
　木造構造材はもとより、外部、内部仕上げ材を含め
て極力下川産とし、北海道産の材料を使用している。

　明治・大正・昭和の面影をしのばせ、かつての栄華を運河や
歴史的建造物を残すよう市民が運動し行政と協力しあっている
小樽は年間700万人を超える観光客が訪れる観光都市であり
地域経済に大きな効果をもたらしている。
　小樽観光の目指している姿として
　1．�時間消費型観光の推進　ゆっくりと時間が流れるまち、

小樽としての滞在型観光の取り組みをしている。（日帰
り型から宿泊型へ）（歩いて回れる観光地づくり）

　2．�ホスピタリティ意識の向上では　おもてなしの意識のレ
ベルアップ　接客サービスの向上。

　　　�観光客に対しては、温かく迎える親切なおもてなしの心
で積極的に交流に務めている。
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追跡・あの質問の行方

　ソフト面も重要ですが、ハード面として緊急通報
システムを考えることができませんか。

　75 歳以上の高齢者で独居世帯は 337 世帯です。ソフト面ではネットワーク
づくりが大切と考えます。ハード面に当たる緊急通報システムについては、
補助金なども利用し、有効な仕組みの導入が出来るよう考えてまいります

　一人暮らし等のご高齢の方々に、万一の時に備えて緊急通報装置の貸し出
しを行っています。
　ご家庭の電話に簡単に取り付けられる装置で、ペンダント式の通報装置も
貸し出しています。
　ボタンを押せば直接消防署に通報が届き、消防署からご近所の協力員の方々
に安否確認の要請が届くシステムになっています。

一人暮らしの高齢者の安心・安全について

緊急通報装置の貸し出しを始め

70件が利用しています

質　　問

答　　弁

お問い合わせ

高野町役場

健康推進課まで

平成25年２月より
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一 般 質 問

平
成
24
年
12
月
議
会
で
も
質
問
し
ま
し
た
が
、
平
成

26
年
3
月
31
日
で
役
場
職
員
の
派
遣
期
間
が
終
了
し
、

ま
た
業
務
委
託
契
約
も
切
れ
ま
す
。

9
月
10
日
健
康
推
進
課
長
よ
り
幼
保
一
元
化
に
よ
る

認
定
こ
ど
も
園
（
仮
称
高
野
山
こ
ど
も
園
）
を
公
設
民

営
で
、
事
業
主
体
を
指
定
管
理
者
制
度
と
し
て
検
討
し

て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
の
目
的
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
ま
す
か
。

（
健
康
推
進
課
長
）
公
の
施
設
を
利
用
し
た
認
定

こ
ど
も
園
と
し
て
最
大
限
の
効
果
を
求
め
る
こ
と

と
、
経
費
節
減
効
果
で
す
。
指
定
管
理
者
の
有
力
な
候

補
と
し
て
高
野
山
学
園
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

創
意
工
夫
を
活
か
し
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
期
待
で
き
ま
す
か
。

（
健
康
推
進
課
長
）
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
期
待
で

き
る
か
ど
う
か
が
大
き
な
選
定
基
準
に
な
ろ
う
か

と
考
え
て
お
り
、
ま
だ
高
野
山
学
園
に
決
定
し
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
期
待
で
き
な
い
状
況
で
あ
れ
ば
困

る
話
で
、
そ
の
場
合
選
定
方
法
を
変
更
す
る
こ
と
も
視

野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
高
野
山

学
園
を
第
一
候
補
者
に
し
て
い
ま
す
が
、
過
去
6
回
ほ

ど
協
議
し
た
な
か
で
、
条
件
が
折
り
合
う
か
折
り
合
わ

な
い
か
に
な
っ
て
こ
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。
最
終
的
に

公
立
保
育
所
あ
る
い
は
公
立
の
こ
ど
も
園
と
い
う
立
場

が
守
ら
れ
る
の
が
一
番
大
事
な
部
分
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
も
っ
て
創
意
工
夫
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

折
り
合
い
を
つ
け
る
と
い
う
の
が
現
状
我
々
の
課
せ
ら

れ
た
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

時
間
延
長
や
、
休
日
保
育
な
ど
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
が
期
待
で
き
ま
す
か
。

（
健
康
推
進
課
長
）
今
回
指
定
管
理
の
条
件
と
し

て
早
朝
・
延
長
保
育
制
度
の
導
入
を
考
え
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
早
朝
午
前
7
時
か
ら
、
延
長
は
午
後

7
時
ま
で
と
い
う
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

経
費
の
縮
減
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
か
。
試
算
で

は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

（
健
康
推
進
課
長
）
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
早
朝
・

延
長
保
育
が
こ
こ
に
加
わ
り
ま
す
。
一
日
当
た
り

約
3
・
5
時
間
位
余
分
に
保
育
し
て
も
ら
い
ま
す
。
時

間
換
算
す
る
と
か
な
り
の
金
額
に
な
り
ま
す
。
そ
の
中

で
全
体
的
な
事
業
費
が
減
る
よ
う
な
形
の
指
定
管
理
資

料
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

保
育
料
徴
収
に
関
し
て
保
育
所
は
所
得
に
応
じ

て
、
幼
稚
園
は
固
定
し
た
金
額
で
す
。
そ
の
設
定

に
住
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。
住
民
の

負
担
は
増
え
ま
せ
ん
か
。

（
健
康
推
進
課
長
）
今
後
出
来
る
だ
け
早
い
時
期
に

受
益
者
の
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
保
護
者
の

説
明
会
を
行
い
ま
し
て
討
議
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
預
か
り
保
育
に
関
し
ま
し
て
現
状
は
無
料

で
す
が
、
公
が
す
る
こ
と
で
す
の
で
出
来
る
だ
け
近
隣

の
市
や
町
と
合
わ
せ
ま
し
て
、
安
い
値
段
に
す
る
よ
う

考
え
て
い
ま
す
。
一
元
化
の
中
で
幼
稚
園
自
体
が
公
の

も
の
に
成
っ
て
行
き
ま
す
の
で
、
応
能
負
担
の
部
分
を

取
り
入
れ
た
い
と
考
え
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

派
遣
職
員
3
名
は
ど
う
さ
れ
る
の
で
す
か
。（
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
が
）

（
健
康
推
進
課
長
）
人
事
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
答

え
ら
ま
せ
ん
が
、
個
人
的
な
思
い
と
し
て
保
育
経

験
が
あ
り
資
格
も
あ
る
の
で
関
連
の
部
署
に
配
置
さ
れ

る
の
が
理
想
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
副
町
長
）
指
定
管
理
に
移
る
際
に
は
こ
の
問
題
は

避
け
て
通
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
自
治
体
に
よ

り
ま
し
て
は
非
常
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
設
け
て
一
般
行

政
職
へ
と
言
う
所
も
あ
り
ま
す
し
、
あ
る
い
は
指
定
管

理
の
所
に
お
世
話
に
な
る
よ
う
に
お
話
す
る
所
も
有
る

よ
う
に
聞
い
て
い
ま
す
。
高
野
町
に
於
き
ま
し
て
は
こ

の
3
人
の
方
と
し
っ
か
り
面
談
し
本
人
の
ご
要
望
等
聞

き
な
が
ら
そ
の
処
遇
を
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
健
康
推
進
課
長
）
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は

認
定
こ
ど
も
園
を
立
ち
上
げ
る
に
あ
た
り
必
須
事

業
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
部
署
を
設
置
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

松
谷
　
順
功
　
議
員

保
育
所
に
つ
い
て

質問

質問

質問

質問質問

質問 答弁

答弁答弁

答弁答弁答弁答弁

答弁



24
年
度
診
療
所
会
計
に
１
億
３
千
万
円
が
補
助
さ

れ
て
い
ま
す
。
病
院
時
代
の
平
成
17
年
度
か
ら
20

年
度
ま
で
約
１
億
１
千
万
円
で
推
移
し
な
が
ら
21
年
度

か
ら
補
助
金
が
増
え
、
診
療
所
に
な
っ
て
も
病
院
時
代

よ
り
も
増
え
て
い
る
。
医
師
や
看
護
師
が
減
り
薬
局
も

な
く
な
っ
た
の
に
理
解
で
き
な
い
。
当
初
の
計
画
が
杜

撰
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

（
診
療
所
事
務
長
）
１
億
３
千
万
円
の
う
ち
約

７
千
万
円
は
診
療
所
を
運
営
し
て
い
く
上
で
の
国

か
ら
の
交
付
税
で
す
。
で
す
か
ら
、
１
億
３
千
万
円
の

う
ち
７
千
万
円
に
つ
い
て
は
、
診
療
所
に
本
来
充
て
る

お
金
と
し
て
繰
り
出
し
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
分
。
24

年
度
の
決
算
は
、
３
千
２
百
万
円
余
り
の
黒
字
で
、
繰

り
越
し
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
収
支
を
差
し
引
き
ま
す

と
、
24
年
度
は
ト
ン
ト
ン
で
す
。

（
町
長
）こ
の
間
に
内
部
留
保
２
億
円
あ
っ
た
お
金
、

数
字
に
表
れ
な
い
お
金
が
そ
ち
ら
に
使
わ
れ
て
い

る
。こ
の
４
年
間
に
プ
ラ
ス
５
千
万
円
出
て
お
り
ま
す
。

経
営
は
黒
字
で
も
実
質
は
赤
字
で
す
ね
。

（
診
療
所
事
務
長
）
繰
入
金
分
を
差
し
引
き
し
ま

す
と
赤
字
と
な
り
ま
す
が
、
診
療
所
は
町
に
欠
か

せ
な
い
施
設
で
、
従
来
、
一
般
会
計
か
ら
も
繰
り
出
し

を
い
た
だ
い
て
運
営
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

二
階
旧
入
院
棟
の
活
用
の
た
め
、
百
万
円
の
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
料
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
二
階
部
分

を
他
の
企
業
に
貸
し
出
し
福
祉
施
設
に
す
る
、
と
の
計

画
は
実
行
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
総
務
課
長
）
来
週
の
24
日
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
来
て
、
状
況
を
聞
き
ま
す
。

町
長
は
過
日
の
町
民
説
明
会
に
お
い
て
、
出
来
る

事
な
ら
入
院
施
設
と
し
て
一
部
を
復
活
さ
せ
た

い
、
と
述
べ
ら
れ
た
が
、
二
階
部
分
を
業
者
に
委
託
・

或
い
は
賃
貸
し
て
し
ま
え
ば
、
町
の
自
由
に
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
い
た
し
ま
す
。

（
町
長
）
総
合
的
に
現
在
検
討
し
て
い
る
段
階
で

あ
り
ま
す
。
高
齢
者
向
け
の
住
宅
に
す
る
と
言
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
も
う
こ
れ
以
上
は
止
め
て
お
き
ま
す
。

途
中
で
止
め
る
よ
う
な
答
弁
を
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
町
民
か
ら
は
、
入
院
施
設
が
必
要
だ
、
救
急

車
で
他
の
病
院
に
ス
ム
ー
ズ
に
搬
送
で
き
て
い
な
い
、

等
不
満
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
町
長
が
言
わ
れ
た
、

入
院
施
設
を
復
活
さ
せ
た
い
、
の
言
葉
と
は
裏
腹
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

（
町
長
）
説
明
会
の
中
で
、
総
合
診
療
所
の
入
院

体
制
と
い
う
要
望
も
あ
り
、
復
活
し
て
行
き
た
い
、

と
常
に
そ
う
い
っ
た
気
持
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

一
刻
も
早
く
議
会
に
上
程
し
、
住
民
に
も
説
明
し

て
い
く
べ
き
だ
。
も
う
契
約
内
容
が
確
定
し
ま
し

た
、
こ
れ
を
議
会
で
諮
っ
て
く
だ
さ
い
的
な
形
で
決
定

し
て
い
く
の
は
も
う
こ
り
ご
り
で
す
。

（
総
務
課
長
）最
終
決
定
は
議
会
の
承
認
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

先
の
議
会
で
私
が
職
員
に
対
す
る
労
苦
・
心
労
な

ど
に
つ
い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
消
防
長
は
、
職
員
か

ら
は
何
も
不
満
や
苦
情
は
聞
い
て
い
な
い
、
と
答
弁
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
職
員
に
対
し
、
議
員
か
ら
何
を

聞
か
れ
て
も
、
喋
る
な
、
と
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
的

な
事
を
言
わ
れ
た
と
複
数
の
職
員
か
ら
お
聞
き
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
事
実
で
す
か
。

（
消
防
長
）
私
共
の
ほ
う
か
ら
そ
の
よ
う
な
事
は

言
っ
て
い
ま
せ
ん
。
職
員
と
話
を
す
る
上
で
は
責

任
を
持
つ
よ
う
に
、
と
言
っ
た
こ
と
は
伝
え
ま
し
た
が

特
段
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

私
に
は
不
満
な
ど
が
聞
こ
え
て
く
る
。
上
司
と
し

て
の
資
質
に
問
題
は
な
い
の
か
。

（
消
防
長
）
日
頃
よ
り
職
員
の
意
見
を
聞
く
耳
を
持

っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
、
資

質
が
無
い
と
言
わ
れ
れ
ば
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
の
耳
に
は
、
名
前
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
数
名
の

方
か
ら
直
接
聞
き
、
こ
の
問
題
を
解
決
し
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
部
署
は
重
要
な
部
署

で
あ
り
ま
す
の
で
、
不
満
を
持
た
れ
な
い
楽
し
い
職
場

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
無
記
名
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
何
が
不
満
か
な
ど
要
望
を
書
い
て
い
た
だ
い
て
、

そ
れ
を
参
考
に
気
持
ち
よ
く
働
け
る
職
場
の
環
境
作
り

を
お
願
い
し
た
い
。

（
消
防
長
）
今
後
、
よ
り
良
い
職
場
作
り
の
た
め

に
努
力
し
て
い
く
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

清福　第67号9
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順
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高
野
山
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所
財
政
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消
防
署
に
つ
い
て
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■一般質問（質問の詳細については、6～7ページに掲載）
受付順 氏　　名 質 問 事 項

１ 松谷　順功 ･保育所について

２ 所　　順子
･幼保一元のあゆみについて
･消防署について
･診療所について

『
発
言
』
及
び
『
答
弁
』
の
内
容
は
、
質
問
者

に
編
集
・
校
正
を
お
任
せ
し
、
質
問
者
の
責

任
の
も
と
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
　
　
小 

堀
　
裕 

弘

次
の
方
が
適
任
と
し
て
推
薦
さ
れ
ま
し
た

　

思
い
や
り
と
助
け
合
い
の
心
を
感
じ
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
9
月
で
し
た
が
、
先
ず
は
先
般
の

台
風
に
よ
る
被
害
に
あ
わ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は

心
身
お
疲
れ
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
見

舞
い
し
上
げ
ま
す
。

　

水
災
害
に
よ
る
家
屋
と
道
路
の
被
害
が
あ
っ

た
こ
と
で
復
旧
に
む
け
町
長
を
先
頭
に
町
職
員

の
方
々
は
素
早
く
復
旧
活
動
を
起
こ
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
住
民
の
助
け
合
い
の
そ
の

ス
ピ
ー
ド
に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
と
私
た
ち
も
参
加
協

力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
後
の
防
災

対
策
を
検
討
し
、
ま
た
先
日
の
行
政
視
察
で
得

た
こ
と
を
参
考
に
景
気
向
上
の
策
も
町
政
に
提

案
し
て
い
か
ね
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
編
集
後

記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
前　

好
史

◎
主
要
地
方
道
高
野
天
川
線
促
進
協
議
会
総
会
出
席

◎
広
報
特
別
委
員
会
（
編
集
会
議
）

◎�
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
会
定
例
会

出
席

◎
高
野
山
旗
全
国
学
童
軟
式
野
球
大
会
開
会
式
出
席

◎
全
員
協
議
会
（
選
挙
違
反
に
関
し
）

◎
広
報
特
別
委
員
会
（
編
集
会
議
）

◎
高
野
山
道
路
名
称
審
議
委
員
会
出
席

◎
「
こ
う
や
く
ん
」
任
命
式
出
席

◎
県
町
村
議
会
全
議
員
研
修
会
参
加

◎�

一
般
国
道
４
８
０
号
整
備
促
進
期
成
会
・
国
道

３
７
１
号
改
修
促
進
協
議
会
・
高
野
山
表
参
詣
道

路
促
進
同
盟
会
総
会
出
席

◎
議
会
運
営
委
員
会
（
行
政
視
察
に
関
し
）

◎�

和
歌
山
県
京
奈
和
自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会
出

席
◎
橋
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
代
表
者
会
出
席

◎
行
政
視
察
（
九
度
山
町
議
会
議
員
来
庁
）

◎�

伊
都
郡
町
村
及
び
橋
本
市
老
人
福
祉
施
設
事
務
組

合
議
会
定
例
会
出
席

◎
子
ど
も
議
会

◎
橋
本
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会
出
席

◎
全
員
協
議
会
（
選
挙
違
反
に
関
し
）

◎
議
会
運
営
委
員
会
（
９
月
定
例
会
に
関
し
）

◎
近
畿
大
学
医
学
部
陳
情
（
医
師
派
遣
に
関
し
）

７
月

８
月

９
月

審議内容および一般質問の詳細については、高野町のホームページ
をご覧いただくか、議会事務局にお問い合わせ下さい。
高野町HP：http://www.town.koya.wakayama.jp

議会事務局：☎０７３６－５６－３０００（代表）


